
青山荘入所前調査票

                                                                           作　成　日　平成22 年1月6日　 

     　                                                           

	入所希望者
	氏名　松村　勉　様　　　　　男　女　　　昭和30年6月20日生（54歳）

	
	住所　八戸市柏崎一丁目6-21  電話0178-45-1491

	相談者（保護者）
	氏名　松村　豊　様    　       　　　続柄　兄

	
	住所　八戸市柏崎一丁目6-21　電話0178-45-1491　

	病　名
	統合失調症
	合併症
	腰痛症

	検査所見
	ワ氏（－）Hb（－）Hcv（－）
	身長・体重
	168cm　63.5kg

	発症時期
	Ｈ6年頃　（ 39歳時）
	罹患期間
	約15年

	入院回数
	6回
	延べ入院年数
	6年9ヶ月

	医療機関
	八戸赤十字病院（磯野Ｄｒ）
	外来受診日
	

	医療区分
	国保（家族）
	自立支援医療
	新規申請中
	手帳
	 有・無

　1級

	経済基盤
	障害厚生年金2級

	最終学歴
	東北福祉大学　社会福学部　

産業福祉学科
	免許・資格
	社会福祉主事任用資格

危険物丙種免許

自動車普通免許

	職　　歴
	昭和53年4月～ ビューホテル勤務

昭和54年4月～着物のすすのき勤務

昭和55年10月～八戸ワシントンホテル勤務

昭和56年6月～真和産業勤務

昭和58年4月～サンワドー勤務

昭和58年10月～イチノベ製パン勤務

昭和59年11月～協栄産業勤務

昭和62年8月～赤帽企業組合社勤務

平成2年9月～平成8年8月　　平成ビルサービス　勤務　　

	治療経過要約



	期　　間　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　

１　平成　6年10月～平成　7年1月　　　　入院　　　　松平病院

２　平成　7年4月～平成　8年7月　　  　 入院　　　　八戸赤十字病院

３　平成10年 1月～平成  14年2月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院

４　平成19年1月～平成  19年3月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院　　　　　

５　平成20年6月～平成  20年9月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院

６　平成20年12月～現在 



	現在の処方

	1）ロルカム錠4ｍｇ　　　　　　　　　 3錠

ムコスタ錠100ｍｇ　　　　　　　　　3錠

メチコバール錠500ｕｇ　　　　　　　3錠(1日3回毎食後)

2)テグレトール錠剤200ｍｇ　　　　　　3錠

　酸化マグネシウム　　　　　　　　　　1.5ｇ（1日3回朝・夕・就床前）

3)アキネトン錠1mｇ　　　　　　　　　　2錠（1日2回朝・夕食後）

4）リスパダール細粒1％　　　　　　　　1.2ｇ

センノサイド錠12ｍｇ（大正製薬） 1錠

ジプレキサ錠10ｍｇ　　　　　　　 2錠

レボトミン錠25ｍｇ　　　　　　　 2錠

　リボリトール細粒0.1%　　　　　　 3ｇ（1日1回就床前）

5）ベゲタミン錠－Ａ　　　　　　　　 1錠（不眠時）

	

	

S30年出生



<経過>

◇発病までの生活歴
4人兄弟の四男として出生。八戸小学校、八戸市立第二中学校、八戸工業高校金属科、東北福祉大学社会福祉学部産業福祉学科卒業。成績は普通だった。

昭和53年3月大学卒業後は、八戸へ帰省し、ビューホテルや平成ビルサービス（平成2年9月～平成8年8月）に勤めていた。婚姻歴はない。

◇発病時の様子
平成6年6月頃母親の入院をきっかけに被害的内容の幻聴が出現。平成6年10月29日松平病院受診し、同日～平成7年1月30日まで入院。退院後通院加療していたが、薬の副作用を訴えて通院服薬を中断。

　平成7年4月中旬頃から落ち着きがなくなり、平成7年4月23日八戸赤十字病院精神科初診。滅裂思考、不眠、不定愁訴が認められ、平成7年4月24日～平成7年7月1日まで同院精神科へ入院している。その後、通院継続しながら清掃業の仕事に従事する傍ら、母様の面倒を見ていたが、平成10年1月母親が他界してから不眠、多飲水、落ち着きがない等症状悪化し、平成10年1月13日～平成14年2月28日まで入院している。この際、家族の受け入れ拒否により長期入院となるが、湊病院デイケア利用を条件に退院。しばらくは通所を行い安定した生活を送っていたが、次第に通所利用を行わなくなり、自宅で引きこもりの生活となっていた。その後も平成19年1月30日～同年3月20日まで入院。平成20年6月16日～同年9月15日まで入院。平成20年11月中旬頃から、服薬が不規則となり、夜中に家を抜け出して家の周りをぐるぐる回ったり、近所の人にお金を貸して歩いたりする等、幻聴に左右された言動がみられるようになり、平成20年12月2日から現在まで八戸赤十字病院精神科へ入院をしている。

◇再燃・症状悪化の様子、経緯
怠薬・断薬により症状再燃しており、病状悪化時には幻聴･妄想に左右された夜間の徘徊、他者への過干渉な行動が見られる。また、自宅に引きこもりがちとなり洗濯、入浴等も行わず無為な状態で生活していた。



	病棟での生活状況

	　現在は幻聴、妄想とも落ちついている。調子が悪くなると、他患者の世話をやいたり病棟内の片付けを積極的にして歩く等過干渉となる。食事はホールで食べているが、レクリエーションにはあまり参加しない。身辺処理は自立しているが、清潔保持や服薬等は声掛けなどの援助が必要である。

	相談までの経緯

	八戸赤十字病院田名部ＳＷからの紹介。現在5回目の入院中で、保護者の兄様と二人暮らしをしているが、保護者様が高齢のため、本人の支援が困難であると話している。兄様との関係性は悪く、本人に対して積極的な関わりが持てない状況にある。退院後、現状のまま地域生活に移行したとしても適切な支援が受けられないことから、安定した環境において生活の立て直しを図り、自立生活に必要な技能の再獲得を行うため、生活訓練施設入所を希望している。

	家族構成
	氏　名
	続　柄
	年齢
	住　所
	世　帯

	
	松村　豊　　　様
	兄
	59
	八戸市柏崎1丁目6-21
	同

	
	松村　正樹　　様
	兄
	58
	八戸市柏崎6丁目5-18
	非

	
	松村　日出美　様
	兄
	56
	八戸市柏崎5丁目4-11
	非

	
　


	【家族状況、交流及び協力の程度（経済面も含む）】

保護者である長兄と同居している。一緒に暮らしているがあまり交流はない。入院中は要請があれば面会に来る程度である。

三兄の日出美氏は月に1回程度面会に訪れている。生活費等、金銭的な援助もあり協力的である。

父は平成1～2年のときに他界、母は平成10年1月他界。



	現在のADLとQOL状態（ケア必要度1～5段階）

	Ａ身の回りのこと（2.6）
	Ｂ安全の管理（2.2）
	Ｃ健康の管理（3.4）
	Ｄ社会資源の利用（3.8）

	食事摂取
	2.0
	火の始末
	2.0
	服薬の管理
	4.0
	交通機関の

利用
	3.5

	生活リズム
	2.5
	大切な物の管理
	2.5
	身体健康の

管理
	2.8
	電話の利用
	2.0

	個人衛生・自室の清掃や片付け
	4.0
	
	
	
	
	公共機関・金融機関の利用
	4.0

	金銭管理
	2.0
	
	
	
	
	
	

	Ｅ対人関係（3.2）
	Ｆ時間の活用（4.0）
	Ｇ緊急時の対応（2.9）
	Ｈその他

	施設内での付き合い
	2.8
	自由時間の

過ごし方
	4.0
	心配事の相談
	2.3
	

	協調性
	3.0
	
	
	悪化時の対処
	3.5
	

	自発性・友人等の

つきあい
	4.0
	
	
	
	
	


服薬中断、通院中断より幻聴に左右された行動、滅裂思考、不眠があり症状再燃し再入院している。


入退院の繰り返しによるIADL、ＱＯＬの低下

→生活リズムの確立、個別プログラムによる日常生活能力を再獲得する。


対人関係

→集団生活、グループ活動やＳＳＴを通して協調性やコミュニケーション能力の向上　


→ストレス対処方法の習得が必要。


自宅生活困難

→家族の心理教育・疾病理解と単身生活を営める能力を獲得する必要がある。


③については、保護者様との同居生活を送っているが、些細なことで口論となることから、互いの生活には干渉せず、これまでの地域生活では本人にとって必要な関わりや支援が十分に行われていなかったことが考えられる。保護者様へは家族心理教育と疾病理解を図り支援計画に協同して頂き、病状、障害への理解を図ることも必要となる。また、本人には単身生活が営める生活技術、対人交流技能を具体的な計画を持って支援することで、青山荘入所の効果は期待できると考える。

	

	平成22年1月6日　

〒039-1104　八戸市大字田面木字赤坂35-35

精神障害者生活訓練施設　　青山荘

TEL/FAX：0178-27-6638

精神保健福祉士　　須々田　珠実　　㊞








Ｓ43八戸小学校


卒業





Ｓ46


八戸市立第二中学校卒業





Ｈ6～Ｈ7（39歳）


松平病院入院


Ｈ7～Ｈ8八戸赤十字病院初回入院








Ｓ53.３月


東北福祉大学卒業





Ｈ２～Ｈ８（41歳）


平成ビルサービス勤務








Ｈ20.12～現在


（54歳）


八戸赤十字病院


入院中














Ｓ53.４月　


八戸に帰省。


以降、様々な職業に従事


以降、様々な職業に従事





以降、様々な職業に従事











Ｓ49


八戸工業高校卒業














本人　（54）











次男　正樹（58）














Ｈ10～Ｈ14（47歳）


八戸赤十字病院入院





長男　豊（59）保護者





三男　日出美（56）
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